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AFM の高速化の限界を理論的に考察しつつ、世界的にも先導的な最高性能の高速 AFM を開発することに

成功したことは、高く評価できる。また、開発した高速 AFM を用いて生物分子モーターがレール上を歩行運動

する様子をイメージングすることに成功し、生物分子モーターの機能解析に大きく貢献した共同研究も特筆す

べきである。 

AFM の高速化を実現したのみならず試料への低侵襲性を両立させることに成功しているので、外国に注目

される特許取得等、世界への情報発信性もきわめて高いといえる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 


